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歯周病の診断と治療のガイドラインをもとに作成

初診
医療面接と問診 

メディカルアセスメント

歯周基本治療

再評価

再評価

再評価

検査・診断

歯周外科治療

口腔機能
回復治療

メンテナンス

病状安定 治癒

歯周健康管理
（PHM）

サポーティブペリオ
ドンタルセラピー
（SPT）

１、患者との出会い
２、モチベーション
３、インフォームドコンセント　　
４、コンプライアンス

１、歯肉炎
２、歯周炎
３、咬合性外傷

１、口腔衛生状態
２、歯肉の炎症
３、プロービングデプス
４、アタッチメントレベル
５、歯の動揺度
６、スタディモデル・咬合関係
７、プラークリテーションファクター
８、エックス線所見
９、口腔内写真：視診
10、細菌検査・唾液検査
11、その他

１、咬合治療
２、修復・補綴治療
３、歯周補綴
４、歯周ー矯正治療
５、インプラント治療

１、フラップ手術
２、歯肉切除術
３、GTR法
４、骨移植術
５、歯槽骨整形術、歯槽骨切除術
６、根分岐部病変の治療
７、歯肉形成外科手術

１、歯肉の炎症がない
２、歯周ポケットが３㎜以下
３、プロービング時の出血が
認められない

４、歯の動揺が生理的範囲内

歯周治療の基本的な流れ

１、病変の進行が停止し症
状が安定していると考え
られる４㎜以上の歯周ポ
ケット（BOP±）

２、根分岐部病変
３、歯の動揺

リスクファクターと対処方法
１、プラークコントロール
２、スケーリング・ルートプレーニング
３、パラファンクションの修正
４、保存不可能な歯の抜歯
５、咬合調整、う蝕処置
６、暫間固定、補綴治療

患者利益、患者ニーズに
　　　　お応えするために～山﨑瑞穂先生による

コラムのコーナー

DH Pro.セミナー講師

　先日、受講生向けのラストの動画
撮影が行われました。

　右図の歯周基本治療の流れを理解
し、「この患者さまに担当歯科衛生
士として具体的に何ができるか？」
「この患者さまは、主に○○の問題
点をかかえているため、○○の対応
策を考える」など、個々の患者さま
の状態を把握し、歯科衛生士として
理解している必要があります。その
ために重要なことは、歯周基本治療
に対して歯周組織がどのように反応
したかを評価できること、そして患
者さんのリスクファクターの抽出と
その説明です。
　患者利益・ニーズに合わせたメイ
ンテナンスプログラム・メニューを
考える必要があります。

SRPの上達には、シャープニングの上達
が欠かせません。
基本に忠実にブレないことが大切です。

受講生限定   各種セミナーが中止
となる中

DH Pro.セミナーは

配信中！

シャープニングガイド

20度20度

新型コロナウイルス感染症の影響により延期となっておりました第５期DHPro.セミナー
（主催：岡山県保険医協会、メイン講師：山﨑瑞穂歯科衛生士）が9月より開講します。
見学参加（無料）を受け付けます。ぜひご参加ください。

①見学参加者の定員：３名　協会会員医療機関の歯科衛生士は無料で
見学参加を受け付けます。
（協会会員でない医療機関の歯科衛生士は各回の見学参加に欠員が
ある場合にのみ受け付けます）
②申込み方法：各回のセミナー開催日の３週間前の月曜日朝９時から
先着順に受付を開始します。
協会事務局まで電話（☎086-277-3307）でお申し込み下さい
（申込み受付は電話のみ。Fax等は不可）

③事前申込書の提出（必須）：申込み受付後、セミナー２週間前より、
感染症対策として健康観察表をつけていただきます。セミナー１週
間前の月曜日朝９時までに見学申込書（見学したい動機や学びたい
こと、質問などを200字程度）をご提出いただきます。見学申込書
の提出がない場合、見学参加はできません（健康観察表、見学参加申込
書は申込み受付後、協会よりお送りします）

④レポートの提出（必須）：セミナー終了後、１週間後までにレポート
を提出いただきます。レポートの提出がない場合、以降の見学参加
はできません。
⑤その他：第１回から第６回まで見学参加を受け付けます 
　第５期セミナー受講生（14名）の撮影、録音はOKですが、見学参
加者の撮影・録音はお断りいたします。予めご了承ください。

臨床実践技術の向上のために、歯周病治療を行う上で必要なテクニッ
クを座学やマネキン実習を通して習得していただきます。受講生同士
で刺激を与えながら、モチベーションの向上と維持を図り「自ら学
び、考え、行動できる歯科衛生士」の育成をめざしています。

本物の歯科衛生士を目指して。

見学参加募集のご案内
DHPro.セミナー(全７回）第５期

開催日程と主なカリキュラム

研修目的 募集要項

・女性として社会人としてのプレゼンスマネジメント
・患者との信頼関係構築を目指すために必要な問診と医療面接について
・エキスプローリング（歯石探知）テクニック
・プロービング診査を円滑に行うためのコツとポイント
・プロービング診査を行う意味と目的、プローブの挿入角度 
・プロービングエラーを少なくするプロービングのルール
・自分のインスツルメントを見てみよう ・基本的なシャープニング

・症例作成について　手引きを用いて作成方法の説明レクチャー
・楽しくシャープニング 極めよう！
・歯肉縁下の情報を把握する 
・SRPの基礎から高度なテクニックを段階的に学ぶ、マネキントレーニング
などの実習

・正しいポジショニング、チェアーの設定、ヘッドレストの位置
・マニュアルA,B

第１回と２回は終日、第３～６回は午前の部
のみ受付
第３回以降のカリキュラムについては後日ご
案内いたします。
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